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有久子先生 (中央 )が教団独立記念祭の玉
た ま く し し ど り

串後取御用をされました (6 月 8日）

　　家族そろって教会と縁深く
    教会長　　鍵　山　公　生

　家族揃ってご本部参拝　

　６月８日、教団独立記念祭がご本部祭場において仕えら

れ、当教会の家族、信奉者たちも参拝させていただきまし

た。今回祭典には有久子先生がご本部祭場の殿上にて、金

光様に玉串をお渡しする役、（後
し ど り

取）をさせていただくこ

とになり、前日には習
しゅうれい

礼（リハーサル）があり、また同時

に楽人として娘婿の金谷賢一さんが篳
ひちりき

篥の親役として奏楽させていただくという

お役目をいただき、誠にありがたいことでした。　

　教団独立記念祭は金光教が公に認められるまでに変遷があり、一時は神社の一

派として許可されていましたが、明治３３年に金光教として独立し、自由に金光

様の教えを伝え、拝礼させていただけるようになったのです。それを記念して、
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御礼の祭典が仕えられるようになったのです。その時の信奉者の喜びはいかほど

かと思われます。

　当日は教会家族も参拝させていただきたいとの希望で、車で出かけることにな

りました。しかしお広前の留守番がなくなり、私が留守役を受け持つことになり

ました。

　このように私が参拝をしないことは滅多になかったのですが、時には若い者や

家族が私と交代して参拝させていただくのもおかげだと思ったのです。

　最近高速道路の逆走にて大事故になった事件が多くあり、またその上、今回は

孫が運転するということで、もし交通事故に遭ったら大変だと心配になり、出発

前に親神様に無事故の御祈念をし、更に出発する車に手を合わせ、真剣にお願い

しました。　何事によらず、差し支えるようなことがあってもあきらめず、問題

が起こる前に神様にお願いし、ご都合お繰り合わせをいただけるようお願いする

ことが大切です。

　最近仕事をするにも、出かける時も、神様にお届け（お願い）をせずに行動して、

事が起こってから反省する人が多く、それは全て自分の力を過信するから失敗す

るのです。何事もお届けを第一番にして、神様にお守りをいただいて神様ととも

に取り組むことが肝心なことです。その上神様に結果報告も

忘れないようにしたいものです。

　おかげをもちまして道中も、殿上でのご用奉仕も，奏楽

ご用も恙なくお仕えさせていただき、事故なく参拝のおか

げをいただきました。

　参拝のお導き　

　その昔、ある会社を経営しておられる方で、その一家や

その従業員の家族も誘って教会に参拝して来られる方がありました。そのように

皆さんが揃われると、お広前はとても賑やかで元気が出ました。それはお正月の

ことで、祭典がすみ、先生のお話が終わると広前は水が引いた時の如くの静けさ

でした。

　その時の参拝者は日常にはほとんどお参りはされませんが、しかしその中から

時たまお願い事があれば参る人も出てきたようです。そのように年に一回でも参

拝するのもよく、金光教の道を知らない方にお参りの仕方を教えてあげるのも神

様へのお礼です。そしてお道の話を聞かせていただくのはもっといいのです。そ

れは神様の門前に立っただけの信心と言えましょう。「金光様の信心は祈念、祈

祷で助かるのではなく、話を聞いて助かる道」と仰せられ、話を聞くには門前か

らもう少し奥に入り、じっくり先生の声に耳を傾けることですね。
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　幼少の時から教会に親しむ　

　小さいときから親に連れられて参拝して来た人は、神様への拝礼の仕方を身に

付けていますが、参ったことのない人は、拝礼の作法が分からず、お広前に来ら

れても困る人もあります。そのような人に丁寧に教えさせていただくのも親切と

いえます。

　教会の祭典や行事があっても、いつも参拝しておられる方は自分だけは参拝し

なければならないと考えますが、時には家族と共に参拝しようという取り組みに

なれば有り難いことです。そこのところ心して家族そろって参加するように心が

けたいものです。
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　半年間無事に過ごさせていた

だいたことの御礼と、神様へ知

らず知らずのうちに行っている

ご無礼をお詫び申し上げるご祭

典と、人形にご無礼をうちのせ

てお祓いする「人形行事」がお

仕えになられました。

夏越の感謝祭

６月２２日

８月

　１日（金） 月例祭執行 午前１０時３０分

　３日（日） うりわり墓参 午前７時

９～１０日　　少年少女全国大会参加

    ・御本部月参拝

１１日（山の日）月例祭執行　午前１０時３０分

１５日（金） 信徒共励会 午前１０時

２４日（日） 月例霊祭執行 午前１０時３０分

　　　　　祭典後教話、大阪府連盟布教部講師

９月

　１日（月） 月例祭執行

 　　　　午前１０時３０分

令和７年７月

　５日（土） 御本部月参拝　　午前６時出発

　６日（日） うりわり墓参　　午前７時

１３日（日） 月例祭執行　　　午前１０時３０分

１４～２７日　夏季信行期間

１８日（金）　信徒共励会    午前１０時

２０日（日） 月例霊祭執行    午前１０時３０分

　　　　祭典後教話、大阪府連盟布教部講師

ご協力ありがとうございました。

さわかぜ賛助会

　さわかぜ賛助会追加分を掲載いたし

ます。（敬称略）


